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Welfare Ideas in Traditional Moral Education – Part2
Yutaka YOKOYAMA
Abstract
 In this article I discussed welfare ideas on Yin shi lu , traditional textbook of moral education, which 
claimed in the time of Ming that there are inevitable retribution and reward that would follow oneʼ s good 
and evil activities. In Japan, the idea gained popularity in the Edo era, and the translated versions of them 
were published, thus having a great influence on Japanese moral education. It includes the relief of the 
poor, the protection of the weak, and the love of the young relevant for welfare ideas. These ideas are still 
reflected through current assurances of the right to a standard of living and welfare for the weak and the 
young. Moreover, they encourage the rich to do good deeds actively, and are similar to the “nobles oblige” 
in Western culture. Because they are deeply rooted in the idea of the inevitable retribution, however, they 
emphasize their self-profit as a motivation for good deeds. It is in this respect that they are not a fair 
welfare idea.
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了凡はなんと文芸に過ぎ器識が足りない者であろう
か）」
と『陰隲録』を批判している。つまり、善事の動機は純
粋に利他精神であるべきで、現世利益に誘引される善事
は本物ではなく、したがって、了凡が現世利益にもとづ
いて民衆を感化教育することは間違っているという指摘
である。たしかに了凡自身も善は人知れず陰徳を積むこ
とが基本であって直接的な見返りのある善行は功とは考
えていなかった。それと因果応報による間接的な見返り
を期待することとの矛盾を林毛川は指摘したのである。
　しかしながら、こうした批判がありながらも『陰隲録』
は善書を代表する書籍の一つとして中国及び日本で広く
普及し、民衆の道徳教育に資してきたことは疑いようの
ない史実である。『陰隲録』は、民衆に人命尊重、弱者
保護などを善事として説き、かつ実践に導く工夫まで用
意し、社会的弱者が救済される共助社会の実現を志向し
ており、この点で福祉的性質を有すると言っても過言で
はないと思われる。
注
１　拙稿（2013）「伝統的道徳教育における福祉思想につ
いて」九州保健福祉大学研究紀要第14号
２　科挙と三教思想については、酒井忠夫（1999）増補
中国善書の研究上のP295に詳しい。
３　『陰隲録』の和解本である『和語陰隲録』には「陰隲
の二字は本書経に出たり。心は人々の陽間にする処の
善悪に従って福となり過となる事一毛ほども残らず、
陰中に隲ということにて名づけたる者なり」とある。
４　「陰」を「蔭」の意味にとり、「維れ天は下民を陰隲
して（天は民衆を覆い定めて）」とする解釈もある。
５　『陰隲録』は広く世間に流布したため各所版本が存
在する。この件に関しては、酒井忠夫（1999）増補中
国善書の研究上、第四章袁了凡の思想と善書に詳しい。
本稿では、『明賜進士袁了凡先生陰隲録』陳昇、黄幼
清較鋟の和刻本田口孝太郎訓点、明治二十六年印刷を
使用した。
６　『和語陰隲録』に「私に曰く此の決科要語の作者楊貞
復先生は此の録末の年号、並びに潘雪末は馮開之が時
に立身せし趣きにて考れば、了凡先生とは同時代の人
なり。因って了凡先生の此の録の出るを幸いとして此
の書の内へ加えられたるにや、又は此の奇事を聴き及
び了凡先生の方より請うけて加えられたるにや知るべ
からず」とある。
７　丁賓、馮開之、利霽岩、趙光遠、夏建所、張畏岩。
　了凡は『陰隲録』を通じて民衆を教化し人々に善行の
実践を勧めることによって社会的弱者が救済される共助
社会の実現を目指した。したがって、善行の内容が今日
的視点で見て福祉的性質を有するのは必然である。現在
のようにそれを法制度や政策に期待できない当時にあっ
て、『陰隲録』はただ単に民衆に道徳として説くだけで
なく、その利益や心構えを具体例を挙げて説き、さらに
求められる善行を優先順位つき箇条書きで示し、記録簿
まで用意して、民衆を強く実践に導こうとした。その利
益が科挙合格であったり、実践への誘引理論が因果応報
の考えであったり、善行の内容に三教合一の宗教的影響
があるなど今日的視点でみると科学的とは見なしにくい
要素が認められるものの、しかしながら、『陰隲録』が
社会的弱者の救済される共助社会を強く志向する福祉的
性質を持っていたことは明らかである。
６．おわりに
　伝統的道徳教育における福祉思想を明らかにする為に
中国及び我が国で庶民の道徳教科書であった『陰隲録』
を読み解き、そこに見られる福祉的性質を明らかにした。
　『陰隲録』は、勧善の書であり、読者に善事として提
示される事項に福祉的性質が確認できた。例えば、それ
は人命尊重をはじめ、生活困窮者や女性・子供といった
社会的弱者の救済、保護であった。民衆が互いに善事と
してこれらを実践する社会が実現したならば、それはま
さに共助社会である。了凡が『陰隲録』を著したねらい
はこの共助社会の実現にあったと考えられる。これは、
了凡が実際に社会的指導者として政治に携わった結果と
して導きだされた理想的社会のあり方だったと思われ
る。社会は構成員の総体であり社会の常態は構成員の性
質に起因すると考えるならば、共助社会実現の為には、
先ずは社会の主たる構成員である民衆を勧善に導かねば
ならない。その為には教科書が必要であり、かつそれは
善行の実践を読者に確実ならしめる教科書でなければな
らない。したがって、『陰隲録』には、記録簿や優先順
位つき箇条書きをはじめとして民衆の実践を確実ならし
める工夫が書全体を通して確認できるのである。
　ただ、『陰隲録』は実践の誘引として因果応報の考え
にもとづいて科挙試験合格という個人的な世俗利益を説
いた。この点について、例えば、林毛川は「読陰隲録」
において、『新唐書』裴行儉伝を引き、
「古人云う、士は器識を先にし文芸を後にす。袁氏豈
に所謂文芸余有りて器識足らざる者か（昔から、立派
な人は器量と見識が優先し文芸はその次であった。袁
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９　第二では、愛敬は仁と礼であるとし、「常に人を愛
し人を敬する」気持ちで善を行うことと説き、第三で
は、そもそも世の中には善行を志すものが少ないので、
善事を行おうとする者は世間から誹謗中傷をうけやす
いことに注意することを説き、しなしながら逆に第四
では、人はどんな人でも良心をもっているのだから善
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10　これについて『和語陰隲録』では、「改過」の冒頭で
「先ず人たる者は善を為せば善報有り、悪を為せば悪
報有りと云う事を知るべき事なり」といい因果応報を
明確に示している。
11　本稿で使用したテキストは善悪それぞれ五十条と記
載されているが実際には四十九條ずつしかない。その
理由については今後の課題としたい。
12　これによって読者は日々善事悪事の点数を集計し
て、善事から悪事を加減して、積善の程度を数字とし
てわかることができるのである。
13　家族が社会の単位であった当時にあっては家の安定
が社会の安定に密接に関係しており、家督を安定させ
家を安定させる事は社会の安定に必要であって、この
視点からみれば福祉的であると言える。
